職種：清掃管理　　職務：定期清掃
【概要】

ビル内外の環境を清潔に保つため、計画的、定期的に行う清掃で、大きく分けて室外清掃と室内清掃がある。定期清掃は、日常清掃でできない部分や、日常清掃していても少しずつ蓄積していく汚れを対象とする。汚れの少ない場所や日常清掃で十分にできない場所の念入りな清掃、また、損傷部分の補修、内装材の保護処理等を行う場合もある。１週間、１ヶ月、１年に１回等、周期を決めて行う。

【仕事の内容】

主として、早朝、夜間や土・日曜日等、ビル利用者の業務に支障のない日時を選んで行う。業務として行われるものとしては、床面洗浄仕上げ、窓ガラスクリーニング、照明器具の清掃、給排気口の清掃、高所除塵、シャッターの清掃、ブラインドの清掃、カーペットクリーニング、壁面クリーニング、エスカレーター・エレベーターの清掃等がある。

【求められる経験・能力】

（1） ビル清掃業務に従事するために、学歴、免許、資格等に特別なものは必要なく、特に経験を問われるわけでもない。中には、窓ガラスクリーニング等、高所作業を求められる場合があり、「安全第一」に何より気を配る必要がある。
（2） 清掃業務は、他人が働く事務所や店舗等の現場で仕事をするため、信頼のおける人であることが望まれる。また、清掃作業はチームワークで進めることが多いため、協調性があり、整理整頓という仕事の性質上から、几帳面できれい好きの性格の人が適している。

（3） 技能検定の対象職種になり、学科と実技による国家試験に合格すると、「ビルクリーニング技能士」の資格が与えられ、技術の証明として評価され、地位が向上する。

（4） 正社員として入社した場合は、２～３年で現場主任補佐、その後数年で現場主任へと昇進するのが一般的である。現場責任者（主任）になると、作業計画や人員配置計画を立てる仕事も行う。
【関連する資格・検定等】

· ビルクリーニング技能士［厚生労働省、社団法人 全国ビルメンテナンス協会］

· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］
· 清掃作業監督者［財団法人 ビル管理教育センター］
· ゴンドラ取扱い業務特別教育［財団法人 安全衛生普及センター他］
· ブランコ講習（パラレルロープ方式/ツインロープ方式）［公益法人の実施するブランコ作業安全教育講習会］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

８０１　　清掃員


